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第1表　1歳半時および4歳時の平均栄養摂取猛と所要量に対する充足率

　　　　　　　　1士ネルギ蛋白質匝蛋1劃磐ウ1

ユ歳半児摂取髭1031Cal4L83　30．33　38．93　592㎎
所要量め充足率 　106％　129％187％ム1129％＊1　149％

鉄
ビ　　タ ン

A　L皿」　C
5霧12蹴0蒲Oi翻 47㎎

118％

4歳児の摂取量　1487
所要量の充足率　 103％

54、9　　　34．2　　　50，2　　　　497

122％エ69％ム2126％＊3　124％

8．2　1工63

103％　116％

0，59　　　　0．73　　　　　　70

98％　97％　175％
昭49年国民1人当り
摂　取　量2187
栄養基準量充足率　　102％

78．2　　37．9　　 51．6　　　540

112％135％43108％　　89％

13，3　　1673　　　 1．18

121％　84％　108％
0．94　　120

　86％　240％

注1）動蛋の所要量を暫定的に△1 16．39，ム220，39，△3289とした。

注2）　脂質の所要量を暫建的に＊1309＊2409とした。

第2表栄養摂取量が所要量の90％以下でおった幼児の割合（％）
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と，カルシウムとビタミンAおよびビタミンB2が減少し

ていた。これは後述するように牛乳摂取量の減少による

ものと考えることができる。これらの栄養素以外の値は

すべて4歳時の方が高かった。この4歳時の平均栄養摂

取量を所要量と比較したところ，・藍タミンB1とB2は所要

量の98％と97％であったがその他の栄養素は103～175％

の範囲で，1歳半時において所要量を充足していなかっ

た鉄の摂取量も4歳時では充足率103％となった。しか

しいずれにしても前報7｝で報告したように鉄の摂取量と

ヘモグロ．ビン猛との間にはチ定の関係はみられ・なかっ

た。

　4歳時の摂取盈を個別に検討すると，所要量の90％以

下であった幼児は，第2表の通りで，ビタミンA，ビタ

ミンBユ，ビタミンB2とカルシウムおよび鉄に多かった。

同じく所要量の80％以下であった幼児の割合をみると，

ビタミンB2が33％， 鉄とビタミンAおよびビタミンB1が

24％であった。

　4歳時では1日分の調査でしかないが，このように1

歳半時とはごとなった傾向を示した。国民栄養調査成

績81では，基準を下まわっている栄養素として，カルシ

ウムおよびビタミシA，B且，B2があげられているが，本

対象幼児の4歳時の栄養摂取状況は国民栄養調査の成績

と同傾向ということができる。また岡田は新潟県9にお

ける3ん6歳児の調査で，ビタミソ摂取の不足を報告し

ている。、

　幼児にとっての糖質，蛋白質，脂質の適正なエネルギ

ー比10〕は明らかでない。 第3表に糖質，蛋白質，脂質の

第3表糖質・蛋白質・脂質のエネルギー比

1　歳　　半　　時
4　　　歳　　　時
昭49年国民栄養調査

1糖質
46％
52

63

1蛋噸1脂質
18％ 　36％
16　　　32

15　　
22

エネルギー比の比較を示したが，本対象幼児は團民栄養

調査の成績に比較して， 糖質からのエネルギーが少な

く・脂質からのエネルギーが多かった・また職半施

4歳へと糖質のエネルギー比が上昇し，蛋白質と脂質の

エネルギー比が低下している。

　次にこれらの栄養摂取量が各食事および間食にどのよ

うに配分されているか検討してみる。

　2）各食慕への栄養紫の配分率

　各食那への栄養素の配分率は第4表の通りである。1

歳半時についてみると，エネルギーはいくぶん覇食と間

食に多いとはいえ，ほぼ各食恋へ平均に配分されてい

た。蛋白質は夕食として摂取される率がわずかに高い傾

向がみられるようだ演，その飽へは等分されていた。

　以上にみられた各食蛮への栄養素の配分率は，武藤ら

の1～3歳児の調査切と同傾向であった。 このよう に1

歳半時の間食はエネノレギーおよび蛋白質とも他の食購に

匹敵する割合を占めていた（間食のエネルギーが30％以

上を占めていた幼児は女児8人，男児1 人であっ た。）こ

の結果は間食の適量と考えられている10～20％よ． りかな

り高い。前報吻で報告したように，1歳半での間食のエ

ネルギーが多いほど3歳でのう歯発生率が高くなる，そ
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第4表　各食泰への栄養素の配分率　（％）・
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第5表謎i歳半時および4i歳時の食品群別平均摂取量

　　rと 食構成6顔）比較　一
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動蛋比』（％）一 ヤ甥　碗％ 62％ 56％

間

1食

の他牛乳以外の間食の多い幼児ほど体麗や身畏の小に属

する幼児が多ぐなるなどの問題をもらているのセヂ指導

の余地がある・ように思うε㌔．

　｝方4歳時をこなるとド1出ネ ルギー，『蛋白質とも1夕食ぺ

・め配分が多ぐなり， 次野で朝食の順でヂ間食の占め亭割

合溝減少する5問食㊨エネルギ←が30％以上になaだ幼’

児は女児2人ジ男児にはゼ吋なり，1’r職半時と比較し

・て減少した。すなわち4歳時で王・歳半時と比較レて増加

、した摂取訟ネルギrは謬夕食に約200Cal，：二朝食と昼食に

』各々約』100Cal ！増加1じたが，、聞食での増加はわずかであ

わ恭r1牽白翠も1歳半時と比較すると夕食で約103増加1

　し，間食では反対に49減少していた。これは．1歳半時

搾比較1して堕歳時の間食は後述すように牛貌が減少し，

菜子類が増加しているからである。’こめように4歳時で

は我嗣の球人◎食生活，、 すなわち夕食に重く1朝や昼食

は軽くなると》～1う食習慣に近似していく傾向が㌧みち れ

た6r－1∵llL・｝『ζ1ザF 1
試

11 〔1∴　　．、1 』蟹 ＞

疋第2部〕 1歳半時およぴ4歳時の食品のと り方φ比較

『、 シ，食品群別摂取量 、、紫 ン』』 　． ㌦　 1∵1

　，11歳半時および4歳時の食品群別摂取量を武藤の食構

成試案砺と比較 した ものが第．5表であるよ・

ど食品群別摂取量を全体的にながめる と， ユ歳半時に比

鞍レて・4歳時の方薦摂取璋が減少したものは乳類、のみ』

で，そめ他はすタて、生牒時の方が増加レて魁なす前述し1

たよう殖4歳になって靴類の摂取量ボ藏少した蓄とが，，

平均栄養摂取量硯中で翠卑ルンウムと，畔タミ ×Aおよ

びB2がi歳半時に比較して 低値であった原因と考えう；

とができ多6、またぞ麓ぞれQ年齢ごとに食構成≧地隣す

ると，1歳半時では食構成を』ドまわったもの．は，lr殺芋

類ザ油脂類㌶砂糖類でビセ畢零園値で訪ったも㊨嫡耶類，．

豆類ヒ上まわっ たも¢竣ま轟劉』類，ご魚肉類，．菜果類でお？、

た・4鱗では険徽を下蜘逸もの廣欝靴
乳瓶ンほ獄同値であったものはヂ卵幾∵享類燕油雌奪ジ顔

上まわヶたも のは1、魚肉類ド 菜果類ゼ砂糟類で喬，づ為δ1㌧

〉次睡第6表のように，ン食品が各食ごとに翌爾よう．に摂．，

取されているかその配分をみると次のようになるi6』阪・協

・牛乳および乳製品　　　　　　　　　…・△1’七．1）、鴬・

　牛乳および乳製品は尋歳になうて摂取量が減少妙、た唯・

÷硯食品である5 牛乳を1日に400、頭堺上裸取嘗挙幼児』

賎1歳半で10人鍔4歳で4人であ6た5ぐ二慌「Olノ鐸

牛饗取嘱分をみると・職半で輝食およ蘇鋒一、1

の間食に各々約70％の幼児が摂取し乞おりま 次に多がっ
』1

たのが夜ねる前の摂取で約40％の幼児であづたび蒸の他』

にも朝食前，午前中間食，昼食に各々14％め幼児が失乳tr

を摂取 しており，』その性格上当然のことであ蚤が．11 日鱒・・二

摂取する回数が他の食品に比較して多1く訳 菰日の摂取叩 t∵

数は平均2．4回であった。　　㌧ 　r一 』1』！沸翼∫嬉

　4歳になると牛乳を摂取する幼児が一番多力紡た④は1

朝食時の86徽いで夕食時の29％で融1』午後鱒ll：計

食時と液ね繍に撒した幼児はそれぞれ1吻鯉懸
一

となりi 嫌塒と比較して減少し短たε繊脚瞬、
1日の摂取回数は平均1．5回であった。性歳にな凌《牛醸寧
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乳が減少 した理由とし七，飲む回数が減るにつれて自然

にぞの摂取量も減ったと考えられる。』㌧r

・チ這ズおよびヨーグルト

”ヂ義ズおよびヨ」グルトは朝食隙亡バン食の副菜どし

て利用されることが多かった。

牛乳温が少ない場合に乳製品ゐ摂取が多くなるという

傾向はみられなかったbノ　㍗

・卵類・」一卵類の摂取量はほぽ食構成量と等しがらた。

1日分の献立中1個所も卵を使用していなかっ’た幼児

は，1歳半時に1人，4・歳時に3人となり，肉ととも・に

蛋白性食品としてめ使周頻度が高かった。1歳半時そは

朝食の主菜として用いた幼児が約50％と多かったが，4

歳になると夕食時に副材料として使用されることが多く

なったぷ∵一

・獣鳥魚肉類

．獣鳥魚肉類の使用愛は，1歳半および4歳とも食構成

の分斌より 多かづた。・1魚と「肉の使周回数をみると2対3

と肉の方に多く・，、魚か肉を1日に1回も用いていない幼

児はなかづた占』．、

、獣鳥肉は両時点とも夕食に用いた幼児が13例とr番多

く＝∫’・次いで昼食に用レ 、られていた。ハムやソーセージは

潮食拠昼食に用いる幼児が多かった。

1魚は夕食に使われるごとが多く≦次いで昼食であった

が1斑1歳半時と比較して4歳時の使用頻度が高かった。・

魚製晶は昼食と して10～20％の幼児に用いられており，

その種類1ま・》べ妬加ボコ・チクワ等であっ鵡

1陀豆およびその製品、消

，，1豆製姑としてはヂ豆腐ド生揚 げ， 』納豆が使われ， 両時

点とも夕食にごはんの副食としズ用いられていた。1．

』1ゼ蛋白性食品ζ 、　　” l　r ．ミ 、r

第了表　各食蛮に用いら凱た蛋自性食品の数（％）

無　1品　2 品　3品4品以上i

朝食
昼食
夕 食

華歳［4歳幸歳4歳畢歳瞬群歳界晟・

10

5
0

0
10

0

28

52

31

33 36　67

14　33　57
14．　46 　38

21

10

21

0
』19

29

、51

10、10
2－ 9

　乳類，卵類，魚肉類，豆類に属する食品を蛋自性食贔

とみなした場合，これらを各食癖に何品位用いているか

調べたものが第7表である。蛋白性食品を一品も使用し

ていない食事は，1歳半時の朝食に10％，昼食に5 ％，

4歳時の昼食に10％みられた。団地の調査3レによると蛋

白性食品を一品も使胴していない食凄は昼食に最も多く

10％，朝食に5％であった。蛋白性食晶を2品以上使周

しているのは夕食に多かった。・ 』

　動蛋比（第5表）は1歳半で73％4歳で62％となり
食構成試案6レの1歳半63％，，41歳56％と比較して高かう

た。

・菜果類　　　　　　　　 　』　　 　　
閣．

　菜果類は瓦歳半および4歳とも食構成案の分量以上を

摂取していた。菜果類の内訳をみると1歳半では野菜が

1063（うち緑黄色野菜269），果実1949 （うち果汁と

して419）であった4 4歳では野菜が1263（うち緑黄

色野莱299），果実2529（うち果汁として66」）であっ

た6：食構成試案による菜果類の内訳を挙・1L歳半で 、ば聾菜

1559（うち緑黄色野菜459），果実953， 4歳では野菜

1869（うち緑黄色野菜5413』）』 果筆…1143となるので，

本対象児は両時点とめ果実が多く野菜が少ないといえ

る5個別に栄養摂取量をみた場合，』1歳半ではビタミソ
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、＾注井他。絞血に関する跡究ン

c・4歳ではビタミソAに所要量に達一し趣な》勤励ジ

多くみられたので，摂取する粟果類の種類にも留意す葛一

必要賦ある。り，l　l．l　i　、　，！謀　×　等1藻・－’

、各食司晦に野菜か果英のうあどちら武も摂取じて群ない

幼児をF比較したと）ろ，第8、表の通りであらた。団地のも

調査では野菜か巣異なじの食礁魁朝食で訂％，昼食宅1

28％’夢喰ぐ18‡％5みら舵たが，一これと比較4参と本爵

象幼児の菜果類め摂取状況は高がっ（だ。）人じ：

　、隻「』丁　覧〆、　』P’、　　［ビ　更　『　’r（　、（　ノ

　第8表 野莱か果実のうちどちらも摂取して》ない

　　　し1，1，幼児の比較　　、・　　　’、∫、ll　f　二

巨歳教％）∴ドザ』歳τ（弩）ノ

r＼　＾　』　．　　　　　甲’一喰■』
覗、．鞭・禽1昼』　

食、．．

　演ぷ
　　　　均

　　、　4　　r■　　　　　　　　　　A

1』、ゴ、避ノ、εr

　　　　10
齢驚・、｝㌔・

　　　12

　　　P・「』曲－・

　　r
　　lO、

』藷
㌧　　　卜Qτ、

　’11’

　野菜に関してみる・と，』朝食では約50勿の幼児が摂取し

でいるにすぎなかみたが，昼食，』夕食と使馬率力高く噸

外轍で甑鮮韻が：徽し恥だ課鄭潮食
と午後め聞食に摂取する幼児が多がづた　果輿は筒食と

疹でむ用いられるので　牛乳と・同じよう、に1日の使用頻

、度の高》食鼠で昂づ犬。　　　　　｛先』

　・毅芋類　　　、r　　　『＝i　　　　　，，

　穀芋類の摂取量は1歳半および4歳とも食構成愛より

．少ながづた漣そのだめ穀類がらのカロリ涛比は食構成の

それよりも10％ていど低かっ元　・〔』＼1　 ．3・「ミと、♪

　主食として選ばれた穀類はジ朝食ではユ歳半および4
歳とも．魔ソが鋤位を占めていた．建立魂微談生

を対象どじた調査によづても朝食には　ソ食が多く約半

数であったが冨高齢者の恥る家嘩ではめしが高く毒姦と

』報告じズ、いる。めじは1歳半葡約25％，、、4歳では5％ど

低率で昂っだ。昼食セξば澄歳半で麺藻48％ど褒1く　：めレ

が38％であったが，14歳ではめじ67％，．麺24％、どなっiて

硲た♂ll＝4・歳では幼稚園に弁当として持、っ てレく幼児もあ「

ぐ　　｛）‘旨、・‘f．三　　、’こ．．

醸蝋購ご魂晦磯拳手輿卿些

むδ煮チャ信ハソや溶麗ぎりとなっていだ．きダ食ぞほ

き歳半諮まiび4覧歳ともめゼ寮遍半数を占めて訴だるコ）れ

凝粥め責‘訣蛋向緬であつた．二ぎ；蜜二・・

・油脂類

　漁脂類の摂叡量は食寵成に蛤較じて1蔑半で轍菊20”

Cal少な≧デ4歳ではほぼ同値であらた。油脂類は1喰

こど比必ぢヂ使用ず畜ま辱指導も七いおが，油贈類ぞ使

用じていない蝕ばi歳半ぞ寓％，旗歳ぞ2す鬼麺圭あっ

たbr 』ξ』』 ＝　　　『㌧　　　　・　　　㌃

・砂糖類 ・誤q）　ア』ざ頴り二票＝驚 』　　［ザ

　砂糖および砂糖の多い葉子をごごに秀類してある。1

歳半柵日・敵あぢ醜・4髄ま3慨綱繍
じカちたヒれぼ主に蘭食とし禰いぢれゼいる力郵第

9袈だ商養とじゼ角》られだ食品め内訳を示ず。・間食に

用笠・られた食贔匠蘭じてばf歳半そ間食からの宰均摂取

エネノレ軒27bcム幼うち輸および季し蜘が肋堺

ノヒギーが約50％を占め第1位次“で果汁諮よび果卿が』

約20％シUヒズゲヅト姫ぜ叡ぺ》る スナック類が約10％と

なった。甘い物く（和菜群9洋菓子1ア図　ガ云　チ蜜ゴ．

ヒー
ト，貌酸菌飲料『‘『ゴーラ欲料）の占める割合ぱ12％

であづた34。歳にな3＆潤摂取エネルギー2gocallの
う1ち牛乳の占め．る割轡謄が瞭り・，・甘ヤ物の占める割合が：

35％と 増力巨じだ。 　　！し聖　　u乱　　・　 こ　一・ナ　　　ン『‘

　・1歳半では甘レ物鷺与えなりように指導してレるがト

これらの甘し物を寧えていた幼児は約半数の11人（男 5

入，・、女6人） 『で，”3歳まで甘レ物を与えなしよう壱ミ燐る

こと は容易でないことが うががえる　また4’歳廼は蝕レ

物を与えていた幼児は17人で約80解となら一た。’昌　．

　間食として組合わせた食品についてみると丁歳半廼は

些乳にLを2品を組合わせた間食すなわち間食として2

品なLい、し3［贔を摂取してル・る幼児が過半数で訪臓な“杢

露なると牛乳との飴わせ繊少すう嶽澗食鉾
贔数は同じぐ、3贔が約半数を占め1』次いで2昂ど4品於

19％づっであづた。 』i

．．

　一（ミ・≦’・

な間食回数は1歳半で1酎6回，平均2獣回であ瞬たカ～熱

　　　　　　　　　　　　　　　　　：　ノ～彰、ゼ ト

〆い

一～ 　　｛ 』　、　尉，

癌 ζi、島卜減ホ露1ご職・繋♪li呂牛乳および果　．べ汁．ビスヶット甘い和華子ア．メ．・ガム馳酸菌飲．パ翼1鼠う1＝ぎ曇義卸襲

諏仙一 げ慨鯉躯物灘錨榊藁子智鴇融料ん冨瀬庫織

欝醜1』婁1△ll三貧卦夢1 ｝榔蕊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　』　　　　　　　　　　　　『■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『’ヘン・・、唱』’⊆

載潅ll跳盤 器，享，粋器 莫講 、器罵1“
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4歳になると工～3回・平均1・6回に減少し，間食を不

規則に摂取していた幼児も1歳半時の8人（40％）が4

歳になると3人に減った。この3人のうちの1人は1歳

半でも間食が不規則であった幼児である。

　〔第3部〕食欲，体格，血液性状

　1）食欲
　食欲不振を訴える母親は，1歳半時には33％であった

が，4歳になると10％に減少した。食欲不振児の摂取エ

ネルギーは必ずしも低くはなかった。前報燭において母

親が食べないと訴えている幼児では間食としての牛乳摂

取が多かったと報告レたが，婆歳では全体的に牛乳が減

り，食癖量が多くなっている。このことが食欲不振の訴

えの少なくなった一因であるかもしれない。しかし4歳

児ではカルシウムやビタミソ類の不足してレ・る幼児が多

くなっているの、で，よく食べていると母親がみなしてい

る幼児にも，食寧内容の指潮が必要である。

　2）体重および身長

　1歳半時の平均体重は男児113819，女児105249，4歳

時の平均体童は男児163133，女児158403となり，昭和

45年度乳幼児身体発育値に比較して大きかづた。

　1歳半時の体重が昭和45年度乳幼児身体発育値の上限

値以上であった幼児を大とすると13人（62％）， 下限値

以下であった幼児を小とすると1人（5％）であった5

4歳では大に属するもの15人（72％），小に属するもの

1人であうた。この小であった幼児は1歳半の時点から

変わらず小であり，身長も両時点とも小であった。各栄

養素の摂取量は両時点とも低くはないので，未熟児で出

生したことの影響が考えられる。1歳半および4歳とも

大に属していたものは12人（57％）であった。

　11歳半時の平均身長は男児82．5㎝，女児80．Ocm，4歳

時の平均身長は男児102．5c皿，女児100．5cmとなり，昭和

45年度乳幼児身体発育値に比較して大であった。1歳半

時め身長が昭和45年度瓢幼児身体発育値の上限値以上

　（大とする）であった幼児は10人（48％），下限値以下の

幼児は2人（10％）であっ た。4歳では大に属するもの

が9人（43％），小に属するものが4人（19％）であっ

た。両時点とも大に属していたもの7人（33％），小に

属していたもの2人（10％）であった。この両時点とも

小であρた幼児は， 1人は未熟児，1人は出生時身長が

下限値以下であり ，栄養摂取量には特別な問題はみつか

らなかった。

　1歳半で大宅あった幼児のうち，4歳になると2人は

中になり，1人は小となった。この小となった幼児は，

　1歳半では食欲。栄養摂取量ともふつうであったが，4

歳ぞは母親が食欲不振を訴えており，エネルギー摂取量

は所要量の90％以下であった。

　3）血液性状

　ヘモグロビソ量は，1歳半時で11．13／d6～16．29／dJ

平均13、79／d6，4歳時で工2．43／dJ～16．43／d’，平均

14。19／dεとな切貧血に該当する10．93／dε以下の幼児

はみられなかったが，蔵重15レによるヘモグロビソの正常

値12，83／d’に満たなかった幼児は1歳半で6人（29％），

4歳では4人（19％）であった。1歳半で正常値に満た

なかった6人の幼児のうち，3人は4歳になっても正常

値以下であった。

　赤血球数は1歳半で402万～684万．平均537万，4

歳時では412～619万，平均527万，であった。蔵重夏5，の

正常値433万以下は1歳半児で2人（10％），4歳で1人

であった。1歳半時の2人は4歳では正常値以上に上昇

したが，4歳になると新たに工人の幼児が正常値以下に

なっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　1歳半でヘモグロビン歴と赤血球敬の両方が正常値以

下であった幼児は2人で，4歳時になると，1人は両値

とも正常値以上になっていたが，残る1人はヘモグロビ

x量のみ正常値以下のままであった。栄養摂取量をみる

と前者は工歳半ではエネルギーと蛋自摂取量が所要猛以

下，4歳では蛋白質摂取量が所要量に満たなかった。後

者はユ歳半および4歳の両時点とも，エネルギーおよび

蛋白質摂取量は所要量を上まわっていた。

　4）　う歯

　1歳半でのう歯所有率は6人（28％） 4歳では8人

（38％）となり2人増加した。

IV結論と要約

　愛育病院保健指導部に来所する健康な幼児を対象にし1

て，1歳半および4歳時の両時点で継続して食凄調査を

完了した21名（男9名女12名）に関して，栄養摂取量や

食晶摂取状況などを比較し，あわせて，体格，血液性状，

う歯の有無などについて検討した。

①　1歳半時の栄養摂取量は，鉄とビタミンCの所要量

　に対する充足率が低く，充足率が高かったものは動物

　性蛋白質，カルシウム，ビタミXB2であった。一方4

　歳時になるとカルシウムとビタミシA，rB1，琿の摂取量

の低い幼児が多くなり，国民栄養調査成績と同傾向を

　示すようになった。このように1歳半時において，4

　歳時と比較してカルシウムやビタミソB2の充足率が高

　かったのは，牛乳摂取量が4歳時より多がらたためと

　考えることができる。

②糖質，蛋白質，脂質のエネルギー比をみると，1歳

　半時に比較して，4歳時には糖質からのエネルギー比
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　が高く，蛋白質と脂質からのエネルギー比が低レ～傾向

　があった。

③各食蛮への栄養素の配分率については，1歳半時で

　は，エネルギ」，蛋自質とも三食と間食にほぽ等分に

　配分され間食の占める位置ゐ大きさを窺わせた』4歳

　時になるとエネルギー，蛋白質とも夕食への配分が多

　くなり，間食g占める割舎が減少した。このよ うに4

　歳ではタ食琴重く， 朝食や犀食は軽いという我国の成

　人ゐ食生活に逗づヤ・ていく傾向がみられたみ

④食晶群別摂取量は，．1 歳半時と比較して4歳時に減

　少したものは乳類のみで1 その他の食贔の摂取量はす

　べて増加していた。それぞれの年齢ごとに食構牒案と㌃

　比校する≧・1歳半時で食構成案を下まわゲくいたもの

　は，穀芋類，曲脂類，砂糖類，ほぼ同値であったもの

　瑚畷 顧上まわっていたのは・ 乳類漁肉類・

　森類であった。 4歳時で蝉成案を下まわって噛

　；ものは，穀芋類と乳類，ほぽ同値であちたも、のは，卵一

　類，豆類，漉脂寅，上まわっていたものは魚肉類， 菜

　果類，砂糖類であった。

⑥間食回数1ま．1 歳半で1～6回（平均2，1回）であっ

　 光が4歳時では1～3回（平均1．6回）に減少し，間

　食を不短則に摂取していた幼児もユ歳半時には40％で

．あった列轍で隠％峨少区ヤ嘔問食の平均

1難磁敷欝窺瓢濃寡雛競1
』 ギー比26勿〉であった乙間食内容は，土歳半時では牛

　乳および乳製母の占める割合が舜大で間食エネルギ［

　の約50％を占め，次いで果汁お劣び果物が約20％，ビ

　スケジト・せんべい ρスチック類が約10％となり，甘

　い物（和菓子・洋菓子・アメ・ガム・チョコレート・

　乳酸蓼飲料・コーラ飲料等〉の占める割合壱部呂％で南

　った。，とれ幌騨なると沸乳緯び乳製品の割合』

が・2％と第4位ゆ、り・・甘いものの占嫡割合が35％1

　で第』真位睾第3位ほデろケッ㌧せん辱い・スナック

騨糟堺饗塁麺％郷？
⑥食欲不振を訴客る母輝は』1歳半時には33％であっ

　たがデ4歳時では1Q％琴減少していた。・しが し4歳時

　では卑ルシウムやビタミγ類の不足して婚る幼児が多

　くなっているので・，よく食べてヤ・ると舜親がみなして

　いる勤児にも食事内容の準導が必要でおる。

＠体格糊秘年麟魏身慨龍と騨しわ・体
　重・“身長とも上院値以上の幼児の割合が多く，下限緯

　似†の幼児の割合が少なか6た。体重が1歳学および

　4歳の両燃ど賢限働下で効た幼卿ま・人冴
　長が両時点ζ1も下降偉腿下であった幼児は12人であっ

た・彼ら練魏概棚題はみつか砿未雑ま一
為はそれ嘩鴎麟騨であっ孝㌣の影響が蓼

　あるごとが啄ら嫌β
、

⑧1貧血に該章す多動児にセ・ながった。 まわう歯の所布

　率は，11歳半時で 6人』（28％），娠時では8人（38

　％）であった。
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